
２
０
２
４
年
元
旦
、
能
登
半

島
地
震
で
新
年
が
明
け
た
。

本
号
が
「
お
米
収
穫
・
続

編
」
と
し
て
真
野
川
上
流
か

ら
「
宗
夫
田
圃
」
へ
の
水
路

を
確
保
す
る
ご
苦
労
の
日
々

を
菅
野
宗
夫
さ
ん
に
語
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
し
て
い
た
矢

先
の
出
来
事
だ
っ
た
。 

　
前
号
の
お
米
の
収
穫
に

向
け
て
の
日
々
（
写
真
１
）

に
先
立
ち
、
２
０
１
５

年
・
２
０
１
９
年
と
二
度

の
真
野
川
上
流
の
氾
濫
に

見
舞
わ
れ
て
い
た
（
写
真
２

と
３
）
。 

　
２
０
１
９
年
１
０
月
１

２
〜
１
３
日
、
超
大
型
の

台
風
１
９
号
が
日
本
列
島

を
襲
っ
た
。
真
野
川
上
流

の
氾
濫
で
土
石
流
が
宗
夫

田
圃
の
一
部
に
も
流
入
（
写

真
４
）
。
緊
急
の
対
応
を
終

え
た
１
０
月
２
０
日
に
再

生
の
会
宛
に
宗
夫
さ
ん
か

ら
メ
ー
ル
が
届
い

た
。 

「
こ
の
度
の
台
風
災
害
に

つ
い
て
は
大
変
ご
心
配
を

お
か
け
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
皆
さ
ん
方
遠
方
よ

り
駆
け
つ
け
て
、
災
害
に

あ
っ
た
稲
穂
の
刈
取
り
な

ど
の
作
業 

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

全
体
の
収
穫
収
量
は
、
災

害
に
よ
り1

割
程
度
減
収
に

な
る
見
込

み
で
す
。 

自
然
の
恵

み
と
背
中

合
わ
せ
に

自
然
の
脅

威
が
あ
る

と
常
に
思
っ
て
ま
す
。 

自
然
の
生
態
系
で
生
き
て
い
く
私
た

ち
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
農
学
は
そ

の
中
枢
で
あ
り
重
要
だ
と
思
っ
て
ま

す
。
（
後
略
）
」 

　
人
間
の
知
恵
に
よ
る
自
然

と
の
共
生
、
能
登
半
島
地
震

で
明
け
た
２
０
２
４
年
の
今

こ
そ
重
く
受
け
止
め
た
い
。 

（
写
真
１
は
菅
野
宗
夫
さ
ん
提
供
、

他
の
写
真
＆
文
責
・
若
林
一
平
）
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能
登
半
島
地
震
と 

「
珠
洲
原
発
」 

能
登
半
島
地
震
の
震
源
地
近
く
に

建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
「
珠
洲

（
す
ず
）
原
発
」
。
建
設
予
定
地

だ
っ
た
石
川
県
珠
洲
市
高
屋
町

は
、
今
回
の
地
震
で
住
宅
の
大
半

が
壊
れ
、
陸
路
も
海
路
も
閉
ざ
さ

れ
て
孤
立
状
態
に
陥
っ
た
。
も
し

原
発
が
実
現
し
て
い
た
ら
、
重
大

事
故
が
起
き
て
住
民
の
避
難
が
よ

り
困
難
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
っ

た
。
建
設
を
阻
止
し
た
の
は
、
住

民
ら
の
長
年
に
わ
た
る
根
強
い
反

対
運
動
だ
っ
た
。
・
・
・
１
９
７

５
年
に
持
ち
上
が
っ
た
計
画
は
、

住
民
の
反
対
運
動
と
、
そ
れ
を
切

り
崩
す
電
力
会
社
側
と
の
２
８
年

に
及
ぶ
「
闘
争
」
の
末
、
２
０
０

３
年
１
２
月
に
凍
結
さ
れ
た
。

（
東
京
新
聞
・
２
０
２
４
年
１
月

２
３
日
付
夕
刊
）

試 験 栽 培 か ら の 十 二 年 を 想 う ＜ 続 編 ＞

水
は
生
命
　

真
野
川
上
流
と
生
き
る

い

の

ち

2023

2015

1

２

３

2019
4

みなさまへ 
宗夫です。 
自然の恵みの一
方で自然の危険
と厳しさはつね
にあります。人
間の智慧によっ
て自然といかに
共生していくの
かがいま問われ
ています。 
2015/9/20

　２０２
４   特報 



２
０
２
３
年
１
２
月
２
７
日

午
後
１
時
か
ら
公
益
財
団
法

人
日
本
科
学
技
術
振
興
財
団

が
主
催
し
、
復
興
庁
な
ど
の

後
援
の
下
、
東
京
北
の
丸
公

園
の
同
財
団
内
に
お
い
て
、

「
放
射
線
教
材
コ
ン
テ
ス

ト
・
放
射
線
授
業
事
例
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
受
賞
作
品
発
表

会
と
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

２
０
２
３
年
度
放
射
線
授
業

事
例
コ
ン

テ
ス
ト
に

全
国
か
ら

２
３
３
作

品
が
応

募
、
う
ち

受
賞
は
６

件
（
最
優
秀
賞
２
件
・
優

秀
賞
１
件
・
入
選
３

件
）
。
栃
木
県
立
大
田
原

高
等
学
校
の
『
実
践
的
放
射

線
教
育
「
飯
舘
村
実
地
研

修
」
』
（
応
募
代
表
者
・
加

藤
信
行
教
諭
、
２
０
１
９
〜

２
０
２
３
年
実
施
）
が
入
選

作
品
と
し
て
見
事
に
受
賞
を

果
た
し
た
。 

　
こ
の
日
、
関
係
者
２
０
０

余
名
が
参
集
し
て
入
選
作
品

の
対
面
発
表
会
と
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。
発
表
会
場
の
大

田
原
高
校
ブ
ー
ス
で
は
加
藤

先
生
がSSC

自
然
科
学
班
制

作
の
研
修

報
告
、
再

生
の
会
の
説
明
資
料
を
配

布
し
（
写
真
１
）
参
加
者
ひ

と
り
ひ
と
り
か
ら
の
質

問
・
提
言
に
答
え
た
（
写
真

２
）
。
全
国
各
地
の
高
校

に
望
ま
し
い
事
例
と
の
発

言
が
相
次
い
だ
。
晴
れ
の

表
彰
式
会
場
（
写
真
３
）
、

加
藤
先
生
は
や
や
緊
張
の

面
持
ち
で
入

場
し
恭
し
く

も
、
め
で
た

く
表
彰
状
を
手
に
し
た
（
写
真

４
）
。
会
場
入
口
で
「
良
い

お
年
を
」
、
終
日
の
大
役
お

疲
れ
様
で
し
た
（
写
真
５
）
。

会
場
を
後
に
し
て
外
に
出
る

と
暮
の
夕
闇
の
北
の
丸
公

園
、
良
き
日
の
有
り
難
み
を

胸
に
帰
路
に
つ
い
た
。 

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

快
挙
！ 

大
田
原
高
校
「
飯
舘
村
実
地
研
修
」
受
賞

２０２３年度放射線教育授業事例コンテスト 栃木県立大田原高等学校受賞
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大高受賞
祝賀

み

な

さ

ま

へ

 

　
こ
の
度
、
身
に
余
る
受
賞
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ふ
く
し
ま
再
生
の
会
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
の

お
か
げ
で
、
こ
の
よ
う
な
栄
誉
に
輝
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
令
和

元
年
よ
り
、
生
徒
と
共
に
、
復
興
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
常
に

考
え
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
、
自
分
た

ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
改
め
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

栃
木
県
立
大
田
原
高
等
学
校
教
諭 

加
藤
　
信
行

1

2

3

4

5

飯
舘
村
実
地
研
修
と
は


　SSC

自
然
科
学
班
が
福
島
県

相
馬
郡
飯
舘
村
で
毎
年
行
う
実

習
で
あ
る
。
・
・
・
東
京
大
学

大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科

教
授
で
本
校
先
輩
の
溝
口
勝
教

授
を
は
じ
め
、
ふ
く
し
ま
再
生

の
会
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
１
泊
２
日
で
実
施
し
て
い

る
。


『
飯
舘
村
実
地
研
修
報
告
・
飯
舘
の

今
を
知
ろ
う
』
（
栃
木
県
立
大
田
原

高
等
学
校SSC

自
然
科
学
班 

沼
尾
俐

玖
・
中
村
航
大 

制
作
　
令
和
５
年
度

７
月
１
２
日
発
行
）
よ
り



２
０
２
４
年
３
月
２
２
日
午
後

１
時
よ
り
、
飯
舘
村
い
ち
ば
ん

館
で
「
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
い

い
た
て
の
会
」
の
発
足
会
が
開

催
。
会
長
に
は
夫
と
一
緒
に
村

で
畜
産
業
を
営
む
小
林
美
恵
子

さ
ん
、
副
会
長
に
は
村
の
医
療

を
支
え
る
た
め
に
飯
舘
村
に
移

住
さ
れ
た
本
田
徹
医
師
が
就

任
。
理
事
と
し
て
村
民
か
ら
、

三
瓶
た
つ
子
、
菅
野
茂
、
松
原

光
年
、
星
野

勝
弥
、
長
田
卓
也
の
み
な
さ
ん

が
就
任
。
笹
川
保

健
財
団
・
喜
多

悦
子
会
長
に

は
顧
問
を

依
頼
。 

　
こ
の

会
は
住

民
目

線で
、

高
齢

化
の
進
む
飯
舘
村
で
ど
う
す
れ

ば
健
や
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る

か
、
若
い
世
代
や
移
住
し
た

人
達
と
ど
う
一
緒
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い

く
の
か
、
村
役
場
な
ど

の
行
政
組
織
が
担
う
こ

と
、
住
民
自
身
が
取

り
組
む
こ
と
な
ど
を

考
え
る
た
め
に
設

立
。
ふ
く
し
ま
再

生
の
会
は
２
０
１

３
年
に
医
師
や
看

護
師
な
ど
が
定
期

的
に
仮
設
住
宅
訪

問
を
開
始
し
て
以

来
、
現
在
は
年
８

回
村
内
で
「
健
康

い
ち
ば
ん
！
の
集

い
」
を
開
催
。
こ

の
活
動
を
踏
ま
え

て
住
民
と
一
緒
に

考
え
る
た
め
会
の

発
起
人
と
し
て
田

尾
陽
一
（
事
務
局
）

と
中
町
芙
佐
子
の
２

人
の
理
事
が
設
立
に
参
加
。 

　
総
会
に
続
く
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
討
論
で

は
、
村
民
の

み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の

体
験
に
基
づ

い
て
自
分
の

言
葉
で
発

言
。
今
世
紀

の
世
界
に
発

信
す
る＜

い

い
た
て
の
誇

り＞

を
彷
彿

と
さ
せ
る
も

の
で
し
た
。

こ
の
映
像
は

再
生
の
会
・

石
川
哲
カ
メ

ラ
マ
ン
の
労

作
。 

（
文
責
・
若
林
一

平
／
本
文
は
再
生

の
会
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
よ
り
転
載

一
部
文
言
修
正
加

筆
）

高
齢
化
の
世
紀
に
世
界
へ
発
信
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ジンさん（陣内利博武蔵野美大名誉教授、ふくしま再生の会基本デザイン・作者）逝く 
2024年3月28日逝去、享年68歳。最後の最後まで人間の自由と解放を求めた限りなく誠実な生涯に、合掌。

当日ラウンドテーブル全景

映像記録公開中

佐藤 公子

https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
https://www.youtube.com/watch?v=_Qw9Dwv9sOA
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２
０
２
４
年
７

月
２
日
、
１
５

時
〜
１
７
時
、

衆
議
院
第
２
議

員
会
館
で
「
院
内
集
会
・

能
登
地
震
と
原
発
」
が
開

催
さ
れ
た
。
主
催
は
能
登

現
状
報
告
会
実
行
委
員

会
、
共
催
は
（
一
社
）

N
AT

U
R

E &
 H

U
M

A
N

S 
JA

PA
N

(N
H

J)

。 

　
院
内
集
会
と
は
議
員
会
館
内

の
会
場
で
国
会
議
員
の
方
々
に

当
事
者
の
生
の
声
を
届
け
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
、
こ
の
日
も
複

数
の
議
員
が
参
加
。 

　
珠
洲
の
原
発
立
地
反
対

に
終
始
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

取
り
組
ん
で

き
た
珠
洲
市

圓
龍
寺
住

職
・
塚
本
真

如
（
つ
か
も

と
・
ま
こ
と
）

さ
ん
の
報
告

（
写
真
１
）
を

お
伝
え
す
る
。
原
発
計
画

凍
結
か
ら
２
０
年
今
年

１
月
１
日
、
珠
洲
は
震

度
６
強
の
地
震
に
見
舞

わ
れ
た
。
原
発
立
地
の

予
定
地
で
あ
っ

た
高
屋
の
人
々

は
道
路
が
寸
断

す
る
中
、
１
０

日
間
に
わ
た
り

孤
立
し
続
け
た

（
写
真
２
）
。
原

発
が
稼
働
し
て

い
た
ら
能
登
ば

か
り
か
日
本
列

島
そ
の
も
の
に

引
き
起
こ
し
て

い
た
災
害
は
計

り
知
れ
な
い
も

の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

　
珠
洲
原
発
へ
の
電
力
会

社
・
通
産
省
の
動
き
は
１

９
６
９
年
に
始
ま
る
。
７

５
年
に
は
漁
協
の
反
対
、

７
６
年
に
高
屋
町
原
発
反

対
闘
争
始
ま
る
。
８
９
年

「
珠
洲
原
発
反
対
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
結
成
、
高
屋
に

監
視
小
屋
。
こ
の
間
、
珠

洲
市
議
会
、
県
議
会
、
市

長
選
で
一
貫
し
て
争
点

に
。 

　
２
０
０
３
年
、
電
力
３

社
、
珠
洲
原
発
計
画
凍
結

を
市
に
申
し
入
れ
。
長

か
っ
た
２
８
年
。
能
登
だ

け
で
は
な
い
、
私
た
ち
は

救
わ
れ
た
の
だ
。 

　
塚
本
さ
ん
は
未
だ
に
加

賀
市
へ
の
二
次
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。 

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

2 0 2 4 / 7 / 2  「珠洲市圓龍寺住職塚本真如さんに聞く」院内集会報告
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展
示
場
所
は
飯
舘
村
の
図
図
倉

庫
（Z

U
T

T
O

SO
K

O

）
。 

〒980-1802

　
福
島
県
相
馬
郡

飯
舘
村
深
谷
二
本
木
前5-1 

　
ツ
ア
ー
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
開
始
１
０
分
前
ま
で
に
図

図
倉
庫
に
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。 

　
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
現
地
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。 

　
図
図
倉
庫
に
、
ふ
く
し
ま
再

生
の
会
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
／

活
動
／
未
来
を
表
現
す
る
総
合

展
示
デ
ザ
イ
ン
が
、
北
川
フ
ラ

ム
氏
デ
ィ
レ
ク
ト
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
完
成
し

ま
し
た
。 

　
地
球
環
境
を
破
壊
し
つ
つ
あ

る
近
代
社
会
へ
の
根
底
的
批

判
ー
自
然
と
人
間
の
共
生
空
間

へ
の
再
生
活
動
を
表
現
す
る
も

の
で
す
。
一
度
ご
覧
く
だ
さ

い
。
田
尾
陽
一

能 登 地 震 と 原 発

速
報
！

 

ふ
く
し
ま
再
生
の
会
の
総
合
展
示 

図
図
倉
庫
（
飯
舘
村
）
に
オ
ー
プ
ン 

８
月
３
日  

１
４
時
・
１
６
時 

 

記
念
ツ
ア
ー
開
催

1

2

◆
集
会
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た 

原
発
反
対
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
市

長
選
挙
へ
の
取
り
組
み
、
市
長

選
挙
無
効
裁
判
、
用
地
工
作
を

め
ぐ
る
裁
判
の
記
録
。
若
い
現

場
証
人
の
貴
重
な
証
言
。
山
秋

真
著
『
た
め
さ
れ
た
地
方
自

治
』
（
２
０
０
７
・
２
０
１

１
・
２
０
２
４
、
桂
書
房
）



環 世 界 へ の 誘 い
2 0 2 4 / 8 / 3 再 生 の 会 ズッ ト ソ ー コ 展 示 お 披 露 目 ツ ア ー

再生 短信
2 0 2 4  8 / 6  第 9 5 号

ふ く し ま

認定N P O法人  ふくしま再生の会・短信編集委員会

２
０
２
４
年

８
月
３
日
、

晴
天
の
こ
の
日
ふ
く
し
ま
再

生
の
会
の
総
合
展
示
が
図
図

倉
庫
（
福
島
県
相
馬
郡
飯
舘

村
深
谷
二
本
木
前5-1

）
に

オ
ー
プ
ン
。 

１
４
時
・
１
６

時
に
記
念
ツ
ア
ー
開
催
。
記

者
は
１
４
時
の
ツ
ア
ー
に
参

加
。
初
め
に
理
事
長
・
田
尾

陽
一
さ
ん
か
ら
展
示
の
趣
旨

と
経
緯
の
説
明
（
写
真
１
）
。 

　
飯
舘
の
土
壌
に
始
ま
り

素
粒
子
か
ら
宇
宙
史
・
生

物
史
へ
と
展
開
し
再
び
飯

舘
に
帰
還
す
る
環
世
界

（
環
境
世
界
）
の
旅
の
案
内

は
合
同
会
社M

A
R

BLiN
G

代
表
・
矢
野
淳
さ
ん
が
大

役
を
完
遂
（
写
真
２
）
。 

　
展
示
の
総
合
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
、
空

間
デ
ザ
イ
ン
・
施
工
は
一
般
社
団

法
人
コ
ロ
ガ
ロ
ウ / 

佐
藤
研
吾
建

築
設
計
事
務
所
、
展
示
デ
ザ
イ
ン

は(

株)

中
野
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
の

中
野
豪
雄
さ
ん
。
図
図
倉
庫
の
空

間
に
は
イ
ス
ナ
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

宇
宙
の
初
め
か
ら
未
来
の
飯
舘
村

の
暮
ら
し
を
表
現
し
た
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
が
展
開
。
ま
た
、
壁
面
を
利
用

し
て
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
図
解
の
展
示
。
霧
箱
や
ク
ル
ッ

ク
ス
管
さ
ら
にN

aI

放
射
線
測
定
器

や
土
壌
測
定
結
果
を
展
示
。 

　
展
示
空
間
の
中
央
付
近
に

飯
舘
村
の
立
体
地
図
を
埋
め

込
ん
だ
大
型
円
形
テ
ー
ブ
ル

を
設
置
。
村
の
レ
リ
ー
フ
を

囲
ん
で
村
長
は
じ
め
村
民
の

み
な
さ
ん
。
（
写
真
３
） 

　
再
生
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が

多
数
結
集
。
。
フ
ラ
ム
さ
ん

「
時
間
の
か
か
る
事
業
。
他

の
地
域
で
は
既
に
２
０
年
以

上
。
外
国
人
の
役
割
が
大
き

い
、
受
け
入
れ
る
意
思
表
示

が
大
切
」
（
写
真
４
）
。 

（
文
責
と
撮
影
・
若
林
一
平
）

U m w e l t い ざ な

2

4

3

ウ ム ヴ ェ ル ト

1


